
３
月
１
日
、
第
１
回
定
例
会
（
２
／

26
～
３
／
30
）
の
一
般
質
問
に
日
本
共

産
党
の
奧
村
暁
子
議
員
が
た
ち
、
平
和
、

経
済
、
ま
ち
づ
く
り
、
子
ど
も
の
貧
困
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
区

長
の
見
解
を
問
い
ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
強
行
し
た
戦
争
法
（
安

保
法
制
）
を
具
体
化
す
る
動
き
と
し
て
、

戦
争
法
を
実
行
す
る
た
め
の
事
実
上
の

統
合
司
令
部
と
し
て
常
設
さ
れ
て
い
る

日
米
の
「
同
盟
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

（
Ａ
Ｃ
Ｍ
）
の
中
に
、
米
軍
・
自
衛
隊

の
制
服
組
同
士
で
構
成
す
る
「
調
整
所
」

の
設
置
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
日
米
間
の

調
整
枠
組
み
と
異
な
り
、
平
時
か
ら
自

衛
隊
が
米
軍
の
事
実
上
の
指
揮
下
に
組

み
込
ま
れ
る
体
制
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
崎
の
米
海
軍
佐
世
保
基
地

に
は
最
新
鋭
の
強
襲
揚
陸
艦
ア
メ
リ
カ

（
Ｌ
Ｈ
Ａ
６
）
を
２
０
１
９
年
に
配
備

す
る
計
画
が
あ
り
、
東
京
の
米
空
軍
横

田
基
地
に
は
、
特
殊
作
戦
用
の
垂
直
離

着
陸
機
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
も

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
配
備
は
防
衛
よ
り
も
、
攻

撃
的
、
侵
略
的
機
能
を
持
つ
も
の
で
す
。

ま
さ
に
、
安
保
法
制
が
、
自
衛
隊
と

ア
メ
リ
カ
軍
が
と
も
に
戦
争
を
す
る
体

制
で
あ
る
こ
と
、
日
本
を
海
外
で
戦
争

す
る
国
に
作
り
変
え
て
い
く
戦
争
法
で

あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
て
い
ま
す
。

奧
村
議
員
は
「
日
米
の
『
調
整
所
』

や
米
軍
基
地
で
の
動
き
は
、
自
衛
隊
が

ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
軍
事
行
動
を
と
る

準
備
の
表
れ
で
は
な
い
か
」
と
区
長
の

見
解
を
問
い
ま
し
た
。

区
長
は
、
北
朝
鮮
の
脅
威
や
世
界
で

頻
発
す
る
テ
ロ
な
ど
を
あ
げ
て
「
厳
し

さ
を
増
す
安
全
保
障
環
境
を
背
景
に
、

安
保
法
制
と
日
米
協
力
体
制
が
構
築
さ

れ
た
」
と
の
認
識
を
示
し
、
「
同
盟
調

整
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
「
我
が
国

と
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
に
資
す
る

良
好
な
協
力
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
重
要
」
と
戦
争
法
の
下
で
の
日
米
協

力
の
危
険
性
の
認
識
を
示
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

奧
村
議
員
は
安
保
法
制
は
国

を
守
る
も
の
で
は
な
く
、
海
外
で
戦
争

す
る
た
め
の
も
の
と
批
判
し
ま
し
た
。
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区長の見解を問う奧村暁子議員＝３／１

［
質
問
事
項
】

①
安
保
法
制
と
安
倍
政
権
が
ね
ら
う

憲
法
改
定
に
つ
い
て

②
破
た
ん
明
白
な
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

つ
い
て

③
区
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て

④
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

⑤
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て



戦
争
法
に
よ
っ
て
自
衛
隊
員
の
生
命
が

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
現
実
味
を
帯
び
て
い

る
の
が
、
３
月
に
施
行
さ
れ
る
改
定
Ｐ
Ｋ

Ｏ
法
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
「
駆
け
付
け
警
護
」

「
安
全
確
保
業
務
」
と
称
す
る
自
衛
隊
の

任
務
が
拡
大
さ
れ
、
「
住
民
保
護
」
や
特

定
区
域
の
「
監
視
、
駐
留
、
巡
回
、
検
問
、

警
備
」
の
武
器
使
用
ま
で
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
陸
上
自
衛
隊
は
、
南
ス
ー
ダ
ン

に
展
開
す
る
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
平
和
維
持
活

動
）
に
約
３
５
０
人
派
兵
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
２
月
17
日
夜
か
ら
18
日
に
か
け
て
、

南
ス
ー
ダ
ン
政
府
軍
が
国
連
キ
ャ
ン
プ
内

に
侵
入
し
て
住
民
を
攻
撃
し
多
く
の
死
傷

者
を
出
し
ま
し
た
。

日
本
政
府
は
、
海
外
派
兵
に
あ
た
り

「
国
ま
た
は
国
に
準
じ
る
組
織
が
登
場
し

な
い
」
こ
と
を
前
提
に
す
る
と
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、

改
定
さ
れ
た
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
に
基

づ
け
ば
、
「
安
全
確
保
業
務
」
「
住
民
保

護
」
と
し
て
、
避
難
民
を
防
護
す
る
た
め
、

自
衛
隊
が
「
国
」
そ
の
も
の
で
あ
る
南
ス
ー

ダ
ン
政
府
軍
と
交
戦
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

国
際
紛
争
へ
の
参
加
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
さ
に
、
憲
法
違
反
の
海
外
で
の
武
力

行
使
そ
の
も
の
で
す
。

奧
村
議
員
は
「
自
衛
隊
が
南
ス
ー
ダ
ン

政
府
軍
を
相
手
に
『
最
初
の
１
発
』
を
撃

つ
危
険
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
憲
法
が
禁

じ
る
武
力
行
使
の
危
険
性
を
自
衛
隊
員
に

負
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
憲
法
９
条
に
違

反
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
区
長
の
見
解

を
問
い
ま
し
た
。

区
長
は
「
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
の
具

体
化
は
憲
法
の
平
和
主
義
の
理
念
の
も
と

国
の
責
任
に
お
い
て
慎
重
な
審
議
や
検
討

が
な
さ
れ
る
も
の
」
と
答
弁
し
、
憲
法
違

反
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

ブログもごらんください 志村たかよしワールド 検索

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）

安
倍
首
相
は
、
戦
争
法
を
実
行
す
る

た
め
に
、
憲
法
９
条
を
変
え
る
こ
と
を

公
言
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
首
相
自
身
が
、
戦
争
法
が

憲
法
違
反
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

全
国
紙
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
は
「
首
相

の
改
憲
論

あ
ま
り
の
倒
錯
に
驚
く
」

（
「
朝
日
」
６
日
付
）
、
「
ご
都
合
主

義
の
改
憲
論
だ
」
（
「
東
京
・
中
日
新

聞
」
４
日
付
）
な
ど
と
批
判
の
社
説
を

掲
げ
ま
し
た
。

奧
村
議
員
は
「
首
相
の
改
憲
発
言
が

相
次
ぐ
背
景
に
は
、
安
保
法
制
を
強
行

し
て
も
憲
法
９
条
が

あ
る
か
ら
『
戦
争
す

る
国
』
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
、
あ
せ
り
と
い
ら
だ
ち
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
区
長
の
見
解
を
問

い
ま
し
た
。

区
長
は
「
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
は
、

憲
法
９
条
の
合
理
的
な
解
釈
の
範
囲
内

で
あ
り
立
憲
主
義
に
反
す
る
も
の
で
は

な
い
」
と
政
府
の
見
解
を
述
べ
、
戦
争

法
が
憲
法
の
解
釈
に
よ
っ
て
憲
法
違
反

に
な
ら
な
い
と
の
立
場
を
示
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
奧
村
議
員
は
「
憲
法
９
条

は
変
え
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
が
」
と

区
長
の
見
解
を
問
い
ま
し
た
が
、
区
長

は
「
憲
法
９
条
や
安
保
法
制
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
議
論
が
あ
る
。

国
民
的
議
論
が
幅
広
く
展
開
さ
れ
、
国

会
に
お
い
て
十
分
な
審
議
が
な
さ
れ
る

も
の
」
と
答
弁
し
、
区
長
が
「
憲
法
を

変
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
立
場
に

立
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

２
月
19
日
、
日
本
共
産
党
、
民
主
党
、

維
新
の
党
、
社
民
党
、
生
活
の
党
の
野

党
５
党
が
「
安
保
法
制
廃
止
法
案
」
を

衆
議
院
に
提
出
し
、
５
野
党
党
首
会
談

で
「
安
保
法
制
の
廃
止
」
「
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
の
『
閣
議
決
定
』
撤
回
」

と
い
う
共
通
の
旗
印
を
立
て
、
国
政
選

挙
で
最
大
限
の
協
力
を
行
う
こ
と
を
合

意
し
、
候
補
者
一
本
化
が
次
々
と
実
現

し
て
い
ま
す
。

奧
村
議
員
は
「
日
本
の
政
治
史
上
初

め
て
と
も
言
え
る
『
５
野
党
共
闘
』
と

野
党
の
共
同
を
大
き
く
後
押
し
す
る
安

保
法
制
廃
止
を
め
ざ
し
立
ち
あ
が
っ
た

国
民
の
力
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う

か
」
質
問
し
ま
し
た
が
、
区
長
は
「
野

党
共
闘
な
ど
の
動
き
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。


